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このニュースはグリーンな国分寺サポーターの手作りです。 HPはこちら

2年間の成果と課題

人に寄りそう
グリーンな国分寺へ

気候危機対策
脱炭素・脱原発のまちづくり

市有施設の再生可能エネルギー比率は

なんと0.26%のみでした。温室効果ガス

を大幅に削減するには、石炭火力発電に

依存している電力を、再生可能エネルギー

に切り替えるしかありません。

当選直後から要望し続け、まずは新庁舎

の電力が再エネになりました。

ジェンダー平等
子どもたちに包括的性教育を

私たちは義務教育で、体のつくりや変化に

ついて教わったことはありますが、人権尊重

を基盤とした性教育を受けたという実感は

なかなかありません。

従来型の性教育だけではなく、性交、避妊、

ジェンダー、人権、多様性、性暴力やいじめの

防止なども含めた包括的性教育をする必要

性があると提案しました。

これまで市には、同性カップルが民間

の賃貸住宅に入れないという切実な

悩みを共有してきました。

解消を目指して、市が不動産会社など

へ周知啓発を進めることになり、新た

な防災計画でもLGBTQ＋について

明記されました。

パートナーシップ制度の拡充を

新しい市役所が完成し、旧市役所

跡地にどんな施設を作るか、課題は

山積み。空き家も増えています。

空き家や新しい公共施設を、たく

さんの市民の居場所にしたいです。

国民健康保険
保険料を値上げし続ける方針、

反対です

所得200万円未満の世帯が7割いる国分寺

市で、保険料の値上げをするべきではありま

せん。自営業、無職や低所得の人が多く加入

している国保には、セーフティーネットとして

の役割が強いからです。

物価高で生活も苦しいなか、値上げをして

加入者同士で支え合うのではなく、もっと

公的に支えるべきです。

ＰＦＡＳ
全国的に広がる

地下水汚染問題

「国分寺市公害防止条例」に基づき、

PFAS汚染の原因究明をすべきですが、

市はなかなか踏み出しません。

血液検査や浄水器の補助金なども

引き続き求めていきます。

あたたかい

中学校給食に
冷たい弁当給食は食べ残しが多く、

こくベジ使用率も約3%のみ（自校式

の小学校は20%弱）。都内では、2市

のみが冷たい弁当給食です。

中学校でもあたたかい給食が食べ

られるよう、自校式や親子式の提供

方法を検討すべきです。

みんなの居場所づくり
市民参加でオープンな

公共施設をつくろう

公共施設へのマイボトル用

プラごみ削減の取り組みとして要

望し、9施設に設置されました。

マイボトルを持ち歩き、気軽に

給水してください。

もっと! 
もっと! 

街路樹

生理の貧困投票率

アップを

鈴木ちひろ

若者支援

議員になって早2年が経ち

ました。多様性を尊重し、

スローでやさしいまちづくり

のビジョンを持って、市民と

ともに活動してきました。

2年間の活動のまとめを

ご覧ください。

外国人の

権利

ウォーターサーバーの設置

詳しくはこちら→



２,５８７票いただき、2位当選。新人としてはトップ当選でした。

20代の最年少議員として、未来にツケを回さない持続可能な国分寺を目指し、気候危機対策、ジェンダー平等、ＰＦＡＳ対策などを訴えました。

とことん情報発信！

大きなスピーカーを乗せた選挙カーは使わず、SNSや駅前で

たくさんの市民と出会いました。

市政全般についてなんでも質問できる「一般質問」。１時間の持ち時間を毎回

フル活用して挑みました。

議会が終わると、市内の公民館などを2、３ヶ所まわって報告会を実施しています。市民の皆さんと直接

お話しできる対話の機会を大切に活動しています。お子さん連れやはじめての方のご参加も多く、和やか

な雰囲気です。

議会後はグリこくニュースを発行し、朝の駅前で直接

お配りしています。市政要望や応援の言葉をいただく

こともあります。

同僚議員たちと実施。熱中症や自然

災害が多くなるいま、国分寺市から

ゼロカーボンを達成しましょう！

汚染の原因究明や、血液検査の実施を求めて

きました。「PFAS政策を考えるネットワーク」

共同代表として活動しています。

炊き出しの支援や、集落の居場所

作りをお手伝い。珠洲市訪問し、より

原発反対の想いを強くしました。

トレ

2023年4月 市議選での初当選から2年

初当選 議会では毎回質問します

議会報告キャラバン&ぶんぶんダイアログ 能登へ災害ボランティア

駅前で議会レポート配布 市役所前で気候危機アクション PFAS汚染問題の解決を目指して

Instagramを中心に、Facebook、

X、noteで市政や議会の最新情報

をアップデート。

グリこくニュースは年に4回発行し、

市内にポスティングしています。バック

ナンバーはHPからご覧ください。

たくさんのメディアに掲載していただきました

この報告書は「政務活動費」＝市民の税金で作られています。ひとりでも多くの市民のみなさんに市政の情報をお届けするため、ポスト投函させていただきます。

chihirosuzuki311@gmail.com

■連絡先・発行元：

■市議会：無会派（グリーンな国分寺）

会派に属さず、市民目線で声を届けます。

■鈴木ちひろ プロフィール

1996年神奈川県藤沢市生まれ。日本語教師として赴任した奄美大島で

環境問題に関心を持つ。有機農業の仲間から国分寺のオーガニックカフェ

「カフェスロー」を紹介され、働くことに。都市農業や湧水、地域通貨が

ある国分寺に惹かれて移住。同カフェスタッフ、重度障がい介護ヘルパーを

細々と続けながら、新人議員として奮闘中。趣味はサウナと手話学習。

●東京新聞 ●朝日新聞

●マガジン９ ●岩波書店『世界』

●ELLE ACTIVE! for SDGs

（エル アクティブ）

●つながる/ひろがる/フェミ・ジャーナル ふぇみん

●小学館『CanCam』

●心・体・性のウェルネスメディア「yoi」 など多数

国分寺市泉町2-2-18 国分寺市役所5階 グリーンな国分寺控室

メディア掲載情報はこちら


